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HansMorgenthalel･の顔

GGs?n“haflalljinGrBiicllerfrelmde．E,Ｖ、映り進られし

ものなるも切りぬきなる偽洲家の名は失念せりｏ

私ば彼のこの顔恋見て居ろと彼がＳｉ:mlから蹄って来て、

何年かを獣洲､で過して居る間に、ふと叉鋲パコとアルーール

と、孤獅に心遊,い↑こめだしこ彼の事を忠ひ川す○

彼の周閣で心記して居る友人、知人

米閥へ行って金柵をしろとといふ人

結僻をしろといふ友人

そんな撫で～彼は心を唯くし乍ら併し「感謝」の術恋心深

く守って脇犬彼の甑を想ふｏ
ひ言

「お前↑ごけが、私の愛する友よ

お前だけが私を解ってくれ、そうしてお前だけが私には

ほんとうのなぐさめなのだ！」

さう言って居る彼の心を、この顔を見て居ると恩ひ出しこ

のですが

それは、何んでもない、それだけの事かもしれません！

－井田

姑

。
























































































































